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隆
誉
編
『
諸
大
事
口
訣
』
の
資
料
論

小

宮

俊

海

１
　
は
じ
め
に

　
　（
１
）
問
題
の
所
在

　
現
在
、
智
山
伝
法
院
で
は
伝
法
院
選
書
十
八
『
智
山
の
真
言
⑤
─
作
法
集 

下
に
お
け
る
真
言
の
解
説
─
』
編
纂
・
刊
行
に
向
け

た
準
備
研
究
会
と
し
て
「
秘
密
事
相
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
、
共
同
研
究
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
近
世
智
山
事

相
の
達
匠
と
称
さ
れ
る
慈
運
（
雲
）
房
隆
誉
法
印
（
一
六
五
三
～
一
七
一
一
）（
以
下
、
隆
誉
）
が
醍
醐
寺
報
恩
院
第
十
世
隆
源
（
一

三
四
二
～
一
四
二
六
）
や
同
第
十
六
世
寛
済
（
一
五
九
六
～
一
六
六
三
）
と
い
っ
た
醍
醐
の
諸
師
が
伝
領
し
た
切
紙
類
や
、
江
戸
愛

宕
真
福
寺
第
五
世
隆
鑁
（
一
六
二
〇
～
一
七
〇
五
）（
以
下
、
隆
鑁
）
や
醍
醐
寺
釈
迦
院
有
雅
（
一
六
三
四
～
一
七
二
八
）（
以
下
、

有
雅
）
と
い
っ
た
自
身
の
師
よ
り
相
伝
し
た
と
さ
れ
る
折
々
の
諸
作
法
や
大
事
類
を
集
成
し
た
『
諸
大
事
十
結
』（
以
下
、『
十
結
』）

に
対
し
、
校
訂
・
書
き
下
し
文
の
作
成
を
行
い
、
順
次
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
『
諸
大
事
口
訣
』（
以
下
、『
口
訣
』）
に
つ
い
て
も
校
訂
・
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書
き
下
し
文
を
作
成
し
て
い
る
。
研
究
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
宗
報
』
掲
載
の
「
伝
法
院
だ
よ
り）

（
（

」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
隆
誉
は
、
種
々
の
行
法
の
う
ち
肝
要
な
も
の
を
抜
き
出
し
編
纂
し
た
『
抜
次
第
』
や
そ
れ
に
対
す
る
口
訣
書
『
要
法
授
訣
鈔
』）

（
（

。

ま
た
、
四
度
加
行
や
伝
法
灌
頂
に
関
す
る
一
連
の
口
訣
書
で
あ
る
『
幸
聞
記
』
類
と
い
っ
た
著
作
を
残
し
て
い
る
。
な
か
で
も
現
在

も
本
宗
に
用
い
ら
れ
る
現
行
『
作
法
集
』
上
下
二
巻
に
お
い
て
一
定
の
基
礎
を
成
す
聖
教
で
あ
る
『
十
結
』）

（
（

、
な
ら
び
に
そ
の
口
訣

書
で
あ
る
『
口
訣
』
を
残
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
功
績
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
一
度
『
十
結
』
と
『
口
訣
』
の
関
係
性

を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
十
結
』
の
原
初
形
態
を
あ
る
程
度
、
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　（
２
）
研
究
の
方
法

　
ま
ず
、『
十
結
』
に
は
、
従
来
か
ら
そ
の
伝
播
形
態
に
二
系
統
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
後
半
第
八
結
、

第
九
結
、
第
十
結
部
分
に
収
録
さ
れ
る
行
法
に
異
同
錯
綜
が
あ
り
、
多
数
の
護
符
等
の
出
入
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、『
十
結
』
第

八
結
・
第
九
結
・
第
十
結
の
本
文
と
『
口
訣
』
の
記
述
と
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隆
誉
が
自
註
す
る
時
点
で
の
行
法
の
順
序
を

想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
口
訣
』
の
注
釈
態
度
よ
り
『
十
結
』
本
文
の
構
成
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、『
十

結
』
の
原
初
形
態
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、『
口
訣
』
の
校
訂
・
書
き
下
し
文
を
作
成
し
、
智
山
書
庫
所
蔵
の
資
料
を
中
心
に
大
学
図
書
館
・
各
研
究
所
所
蔵
の
資

料
を
可
能
な
限
り
蒐
集
し
た
。
そ
れ
ら
の
奥
書
・
識
語
並
び
に
本
文
内
容
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
写
本
を
系
統
別
に
分

類
し
、
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
作
業
に
よ
り
『
口
訣
』
の
伝
播
形
態
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

『
十
結
』
の
内
容
と
も
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隆
誉
編
纂
当
時
の
『
十
結
』『
口
訣
』
双
方
の
原
初
形
態
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
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れ
ば
と
考
え
る
。

２
　
慈
運
房
隆
誉
に
つ
い
て

　
　（
１
）
先
行
研
究

　
隆
誉
の
事
績
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
布
施
浄
慧
［
一
九
九
八）

（
（

］
が
そ
の
嚆
矢
と
な
る
。
特
に
瀧
谷
寺
中
興
慶
範
（
一
六

三
六
～
一
六
九
九
）、
智
積
院
第
十
五
世
亮
範
（
一
六
七
〇
～
一
七
三
九
）（
以
下
、
亮
範
）、
智
積
院
第
十
七
世
龍
天
（
一
六
七
七

～
一
七
六
二
）（
以
下
、
龍
天
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
近
年
、『
智
山
年
表
［
近
世
編
］）

5
（

』
な
ら
び
に
『
真
言
宗
智
山
派
所
属
寺
院
聖
教
・
史
料
撮
影
目
録
』
全
八
冊
（
以
下
、『
全

末
目
録
』））

6
（

を
資
料
と
し
て
、
隆
誉
の
事
績
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
、
年
譜
を
掲
載
し
た
研
究
に
山
本
隆
信
［
二
〇
一
九）

（
（

］
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、『
十
結
』『
口
訣
』
に
関
す
る
事
績
を
抜
き
出
し
、
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
　（
２
）
慈
運
房
隆
誉
の
事
績
に
つ
い
て

　
隆
誉
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
六
月
八
日
、
隆
鑁
の
甥
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。
智
積
院
第
十
四
世
智
興
（
一
六
六
一
～

一
七
二
八
）（
以
下
、
智
興
）
よ
り
八
歳
、
亮
範
よ
り
十
七
歳
、
龍
天
よ
り
二
十
四
歳
年
長
に
当
た
る
。
そ
の
後
、
三
十
歳
前
後
の

元
禄
年
間
初
期
（
一
六
八
八
～
）、
常
陸
国
円
福
寺
（
現
茨
城
県
下
妻
市
・
豊
山
派
）
に
晋
住
し
、
し
ば
し
ば
醍
醐
山
へ
登
っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
九
月
、
三
十
六
歳
当
時
、
隆
鑁
よ
り
後
に
『
十
結
』
第
二
結
に
収
め
ら
れ
る
「
二
十
三

現代密教　第34号　
� P. 61真言宗智山派 216.0

302.0
×１

念校 仮＿（61）



現代密教　第34号

― 6（ ―

夜
祷
大
事
」
を）

（
（

、
ま
た
同
年
同
月
に
第
四
結
「
去
識
還
来
守
」
を
下
総
国
徳
満
寺
（
現
茨
城
県
北
相
馬
郡
利
根
町
・
豊
山
派
）
に
て

伝
授
さ
れ
て
い
る）

9
（

。

　
続
い
て
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）、
四
十
一
歳
時
、
有
雅
よ
り
四
度
部
・
灌
頂
部
等
を
伝
授
さ
れ
、
さ
ら
に
後
に
『
十
結
』
第

十
結
に
収
め
ら
れ
る
「
童
子
毎
日
所
作
」
を
伝
授
さ
れ
書
写
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、
四
十
六
歳
の
時
、

智
積
院
に
て
竪
義
が
厳
修
さ
れ
、
精
義
者
と
な
る
。
そ
し
て
、
翌
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
四
十
七
歳
時
、
龍
天
に
伝
法
灌
頂
を

授
け
る
。
さ
ら
に
翌
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
四
十
八
歳
の
時
、『
要
法
授
訣
鈔
』
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
の
自
称
「
愚
智

積
比
丘
隆
誉）
（1
（

」
と
名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
当
時
、
既
に
智
積
院
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）、

五
十
歳
時
に
隆
誉
は
亮
範
に
「
求
聞
持
并
八
千
枚
口
決
」
を
城
陽
観
音
寺
（
現
茨
城
県
下
妻
市
・
豊
山
派
）
に
て
伝
授
し
て
い
る）
（（
（

。

　
そ
し
て
、
高
知
教
区
定
福
寺
所
蔵
『
十
結
』
第
四
結
に
よ
る
と
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
正
月
、
五
十
三
歳
の
時
に
隆
誉
は
智
興

に
対
し
、「
同
一
夜
千
座
法
」
を
伝
授
し
た
と
さ
れ）
（1
（

、
そ
の
本
奥
書
に
は
「
宝
永
二
乙
酉
正
月
吉
日
右
之
御
本
令
書
翻
之）
（3
（

」
と
い
う

記
述
が
あ
る
。
そ
の
後
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
三
月
、
五
十
五
歳
の
時
に
『
口
訣
』
を
著
し
て
い
る）
（4
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ど
ち

ら
に
せ
よ
宝
永
四
年
以
前
に
『
十
結
』
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
二
月
十
二
日
、
六
波
羅
蜜
寺
普
門
院
へ
晋
住
し
、
智
積
院
第
一
臈
席
に
昇
進
し
た
。
そ
し
て
、

翌
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
正
月
二
日
、
世
寿
五
十
九
歳
に
て
遷
化
し
た
。
ま
た
、『
十
結
』
の
周
辺
資
料
と
し
て
、
正
徳
二
年
（
一

七
一
二
）
に
亮
範
が
有
雅
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
を
編
纂
し
た
『
諸
切
紙
十
結
』（
別
名
『
真
言
十
結
』）
な
る
も
の
も
あ
る）
（1
（

。

３
　『
諸
大
事
十
結
』
と
『
諸
大
事
口
訣
』

　
　（
１
）『
諸
大
事
十
結
』
に
お
け
る
二
系
統
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さ
て
、『
十
結
』
の
伝
播
に
二
系
統
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現
在
、

伊
藤
尭
貫
師
が
刊
行
を
準
備
す
る
『
十
結
』
に
お
い
て
蒐
集
し
た
も
の
に
大
正
大
学
所
蔵
本）
（1
（

、
成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
本）
（1
（

、
吉
祥

院
（
埼
玉
県
久
喜
市
）
所
蔵
本
、
長
禅
寺
（
千
葉
県
旭
市
）
所
蔵
『
諸
切
紙
十
結
』。
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
藤
井
佐
兵
衛
版）
（1
（

、

布
施
浄
慧
［
二
〇
〇
〇
］、
稲
谷
祐
宣
［
一
九
八
二）
（1
（

］、
宮
野
宥
智
［
一
九
二
七）
11
（

］
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
校
異
を
精
査
し
た
伊

藤
尭
貫
師
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
諸
本
は
、
大
別
す
れ
ば
、
吉
祥
院
本
の
系
統
（
吉
祥
院
本
系
）
と
、
藤
井
佐
兵
衛
版
の
系
統
（
藤
井
佐
兵
衛
版
系
）
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

＊
吉
祥
院
本
系

　
　
・
吉
祥
院
本

　
　
・
宮
野
本

　
　
・
稲
谷
本

　
　
・『
諸
切
紙
十
結
』

＊
藤
井
佐
兵
衛
版
系

　
　
・
藤
井
佐
兵
衛
版

　
　
・
成
田
山
所
蔵
本

　
　
・
大
正
大
学
所
蔵
本

　
　
・『
諸
大
事
十
結
解
説
』

以
上
の
よ
う
に
、
吉
祥
院
本
系
と
藤
井
佐
兵
衛
版
系
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る）
1（
（

。
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こ
の
よ
う
に
吉
祥
院
本
系
（
以
下
、
甲
本
系
）
と
藤
井
佐
兵
衛
版
系
（
以
下
、
乙
本
系
）
の
大
き
く
二
系
統
に
大
別
で
き
る
と
さ

れ
る
が
、
具
体
的
に
は
第
八
結
・
第
九
結
・
第
十
結
の
構
成
内
容
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る）
11
（

。
そ
こ
で
こ
れ
に
つ
い

て
、
甲
本
系
・
乙
本
系
そ
れ
ぞ
れ
既
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
宮
野
宥
智
［
一
九
二
七
］
の
各
結
冒
頭
に
付
さ
れ
る
目
録
と
藤
井

佐
兵
衛
版
よ
り
収
載
さ
れ
る
各
作
法
の
名
称
か
ら
そ
の
内
容
を
確
認
、
列
記
し
対
照
さ
せ
る
と
本
稿
巻
末
の
「【
図
表
】『
十
結
』『
口

訣
』
第
八
結
・
第
九
結
・
第
十
結 

異
同
対
照
表
」（
以
下
、【
図
表
】）
と
な
る
。

　【
図
表
】
に
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
各
結
に
出
入
錯
綜
が
見
受
け
ら
れ
、
甲
本
系
に
は
第
八
結
に
多
く
の
符
形
が
収
載
さ
れ
て

い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
系
統
の
構
成
を
踏
ま
え
、『
口
訣
』
に
収
戴
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
た
め

順
次
、
眼
を
移
し
て
み
た
い
。

　
　（
２
）『
諸
大
事
口
訣
』
諸
本
の
書
誌
概
要

　
前
項
に
て
『
十
結
』
の
二
系
統
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
本
項
で
は
研
究
会
に
て
蒐
集
し
た
『
口
訣
』
諸
本
の
書
誌
情
報
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。
現
在
、『
諸
大
事
十
結
』
と
い
う
具
名
を
有
す
る
『
十
結
』
に
関
し
て
『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
を
確
認
す
る
と
一

点
の
み
で
あ
り）
13
（

、
隆
誉
自
筆
本
は
管
見
で
は
見
出
だ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、『
口
訣
』
は
同
じ
く
自
筆
本
は
無
い
も
の
の
、

智
山
書
庫
に
は
七
点
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
う
ち
マ
イ
ク
ロ
画
像
の
撮
影
済
み
資
料
が
六
点
あ
り
、
な
か
で
も
閲
覧
で
き
た
四
点
と
そ
の

他
、
収
集
可
能
で
あ
っ
た
各
研
究
所
所
蔵
本
を
含
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
　
智
山
書
庫
所
蔵
一
九
棚
二
一
箱
一
三
番
『
諸
大
事
口
訣
』（
真
覚
本
）
奥
書
有
り
。

②
　
智
山
書
庫
所
蔵
二
七
棚
二
八
箱
一
八
番
『
諸
大
事
口
訣
』（
隆
瑜
本
）
奥
書
無
し
。
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③
　
智
山
書
庫
所
蔵
二
九
棚
一
三
番
一
三
番
『
諸
大
事
口
訣
』（
隆
宝
本
）
奥
書
無
し
。

④
　
智
山
書
庫
所
蔵
三
一
棚
一
二
箱
一
四
番
『
諸
大
事
口
訣
』（
信
海
本
）
奥
書
無
し
。

⑤
　
大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
：
請
求
番
号
一
四
八
─
一
二
八
─
一
『
諸
大
事
口
訣
』（
大
正
大
本
）
奥
書
無
し
。

⑥
　
総
本
山
善
通
寺
所
蔵
：
請
求
二
〇
五
─
八
、
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
公
開
『
諸
大
事
口
訣
』（
善
通
寺
本
［
１
］）
奥
書
有

り
。

⑦
　
総
本
山
善
通
寺
所
蔵
：
請
求
二
〇
五
─
一
五
、
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
公
開
『
諸
大
事
口
訣
』（
善
通
寺
本
［
２
］）
奥
書

有
り
。

⑧
　
長
禅
寺
（
千
葉
県
旭
市
）
所
蔵
『
諸
大
事
口
訣
』（
長
禅
寺
本
）
奥
書
有
り
。

⑨
　
長
禅
寺
（
千
葉
県
旭
市
）
所
蔵
『
十
結
私
記
』（
宥
真
本
）
奥
書
有
り
。

　
こ
の
う
ち
、
智
山
書
庫
所
蔵
の
う
ち
奥
書
の
あ
る
写
本
は
①
真
覚
本
の
み
で
あ
り
、
他
所
蔵
本
の
う
ち
奥
書
の
あ
る
⑥
善
通
寺

本
［
１
］
を
確
認
す
る
と
同
系
統
に
属
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
、
善
通
寺
本
［
２
］
と
長
禅
寺
本
、『
十
結

私
記
』
か
ら
奥
書
は
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
以
下
に
示
し
て
お
き
た
い
。

【
伝
本
形
態
①
】

寛（
一
七
四
一
）

保
元
酉
年
四
月
四
日
以
二
紀
州
本
周
法
印
之
御
本
一
書
写
了
／
為
無
上
菩
提
也
［
　
］
仏
子
［
　
］
快
説
〈
三
十
／
二
〉
／

安（
一
七
七
五
）

永
四
未
年
之
十
二
月
十
三
日
以
二
智
山
一
臈
快
説
法
印
之
御
本
一
書
写
了
／
為
無
上
菩
提
也
［
　
］
仏
子
［
　
］
泰
城
〈
三

／
十
〉
記
／

天（
一
七
八
八
）

明
八
〈
甲
ノ
〉
仲
夏
上
（
六
月
）
六
日
一
校
畢
／

寛（
一
七
九
一
）

政
第
三
〈
辛
／
亥
〉
冬
以
太
城
法
印
之
御
本
於
柳
端
書
写
之
了
／
為
無
上
菩
提
也
［
　
］
仏
子
［
　
］
真
覚
〈
十
／
七
〉
／
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／
（
以
上
、
①
真
覚
本
奥
書
）

文（
一
八
一
〇
）

化
七
庚
午
年
十
一
月
二
十
三
日
智
積
院
集
儀
（
マ
マ
）席

慎
端
／
観
如
法
印
御
所
持
之
本
ニ
而
書
写
之
了
／

同
二
十
四
日
智
山
集
儀
（
マ
マ
）三

臈
以
義
象
法
印
御
本
校
合
了
／
為
無
上
菩
提
也
〈
小
野
随
心
院
御
門
跡
御
内
〉
仏
子
〈
仮
名
〉
信

嶽
〈
実
名
〉
禅
蔵
〈
二
十
五
才
〉
／
／
（
以
上
、
⑥
善
通
寺
本
［
１
］
奥
書
）

【
伝
本
形
態
②
】

御
本
／
北
越
蒲
原
郡
赤
川
里
菩
提
山
神
前
寺
住
／
善
式
於
洛
東
五
百
山
写
之
了
／

亦
次
／
文（
一
八
一
五
）

化
十
二
〈
乙
／
亥
〉
中（
八
月
）秋

以
右
御
本
同
国
同
郡
／
於
同
寺
〈
于
〉［
　
］
写
之
了
［
　
］
快
音
［
　
］
十
八
歳
／

于
時
文（
一
八
二
一
）

政
四
巳
夏
以
右
御
本
城
南
綴
善
郡
井
／
手
里
遍
照
山
西
福
寺
〈
ニ
而
〉［
　
］
写
之
了
［
　
］
長
濟
／
／
（
以
上
、
⑦

善
通
寺
本
［
２
］
奥
書
）

【
伝
本
形
態
③
】

天（
一
七
八
六
）

明
第
六
〈
丙
／
午
〉
星
四
月
日
書
写
畢
／

山
城
相
楽
郡
和
束
郷
石
寺
村
青
蓮
寺
住
／
智
積
院
山
内
束
之
寮
下
サ
組
鳳
観
／
／
（
以
上
、
⑧
長
禅
寺
本
奥
書
）

【
伝
本
形
態
④
】

嘉（
一
八
五
二
）

永
五
〈
壬
〉
子
歳
閏
二
月
五
六
輩
／
乞
二
伝
授
一
四
日
開
白
ニ
テ
八
日
結
願
／
其
砌
校
合
之
者
也
／
息
災
山
住
［
　
］
宥
眞
記

／
／
（
以
上
、
⑨
『
十
結
私
記
』
奥
書
）

　
ま
た
、
⑤
大
正
大
本
は
表
紙
識
語
に
「
熱
田
大
薬
師
／
蔵
書
」
と
あ
り
、
明
治
元
年
（
一
九
六
八
）
七
月
一
日
に
神
仏
分
離
に
よ

り
現
在
廃
寺
と
な
っ
た
熱
田
大
神
宮
の
亀
頭
山
神
宮
寺）
14
（

の
所
蔵
で
あ
っ
た
も
の
が
豊
山
大
学
校
の
所
蔵
と
な
り
、
そ
の
後
、
大
正
大

学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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４
　『
諸
大
事
十
結
』
の
原
初
形
態

　
　（
１
）『
諸
大
事
口
訣
』
の
構
成

　
そ
れ
で
は
、『
十
結
』
と
同
様
に
『
口
訣
』
に
お
い
て
も
第
八
結
・
第
九
結
・
第
十
結
に
収
載
さ
れ
る
各
作
法
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　
研
究
会
に
て
蒐
集
し
た
『
口
訣
』
諸
本
の
第
八
結
・
第
九
結
・
第
十
結
の
記
述
内
容
を
対
照
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、【
図
表
】「『
口

訣
』
諸
本
」
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
各
写
本
に
よ
り
大
小
の
項
目
立
て
の
名
称
の
異
同
、
若
干
の
語
句
の
出
入
は
あ
る
も
の
の
記
述

順
に
従
え
ば
③
隆
宝
本
を
除
き
、
①
真
覚
本
・
②
隆
瑜
本
・
④
信
海
本
・
⑤
大
正
大
本
・
⑥
善
通
寺
本
［
１
］・
⑦
善
通
寺
本
［
２
］・

⑧
長
禅
寺
本
・
⑨
『
十
結
私
記
』
の
各
諸
本
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
同
様
の
項
目
の
記
述
順
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
『
口
訣
』

の
【
伝
本
形
態
①
～
④
】
い
ず
れ
に
お
い
て
も
『
十
結
』
で
考
え
る
な
ら
ば
甲
本
系
が
『
口
訣
』
と
し
て
は
伝
播
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。
③
隆
宝
本
は
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
る
作
法
に
減
少
が
み
ら
れ
る
が
、
概
ね
乙
本
系
の
記
述
順
序
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
③
隆
宝
本
以
外
の
諸
本
の
構
成
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、『
口
訣
』
の
構
成
か
ら
考
え
た
場
合
、『
十
結
』
は
当
初
、

甲
本
系
の
構
成
に
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
『
十
結
』
が
伝
播
す
る
に
あ
た
り
乙
本
系
が
多
く
流
布
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
口
訣
』
本
文
か
ら
も
想
定
で
き
る
か
次
項
以
降
み
て
い
き
た
い
。

　
　（
２
）『
諸
大
事
口
訣
』
本
文
の
執
筆
態
度

　『
十
結
』
の
伝
播
形
態
は
、
甲
本
系
と
乙
本
系
の
二
系
統
に
大
別
で
き
る
も
の
の
、
隆
誉
の
自
註
で
あ
る
『
口
訣
』
を
紐
解
く
と
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そ
の
内
容
は
明
ら
か
に
甲
本
系
に
一
貫
性
が
あ
る
こ
と
が
【
図
表
】
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
は
、
同
じ
く
『
口
訣
』

第
八
結
・
第
九
結
・
第
十
結
の
そ
れ
ぞ
れ
本
文
内
容
か
ら
ど
の
よ
う
な
『
十
結
』
本
文
を
想
定
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
い
く
つ

か
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

【
第
八
結
「
四
方
雷
事
」
か
ら
「
馬
加
持
」
の
事
例
】

　
ま
ず
、『
口
訣
』
第
八
結
の
以
下
の
「
四
方
雷
事
」
か
ら
「
馬
加
持
」
ま
で
の
記
述
を
確
認
し
た
い
。

　
　
　
　
●
四
方
雷
の
事

　
　
　
此
れ
は
雷
除
の
札
の
本
説
な
り
。

　
　
　
　
●
金
神
除
　
●
疱
瘡
加
持
　
●
盗
難
除
　
●
瘧
の
咒
　
●
諸
符
形
　
●
馬
加
持

　
　
　
以
上
六
種
、
切
紙
の
如
し）
11
（

。

　
こ
の
『
口
訣
』
が
注
釈
す
る
『
十
結
』
の
該
当
す
る
箇
所
を
甲
本
系
と
し
て
宮
野
宥
智
［
一
九
二
七
］
よ
り
確
認
す
る
と
、
①
雷

除
之
札
、
②
金
神
七
穀
方
越
時
守
、
③
疱
瘡
咒
、
④
盗
難
除
之
札
、
⑤
瘧
之
咒
、
⑥
諸
符
形
、
⑦
馬
加
持
と
い
う
順
序
で
記
載
さ
れ

て
お
り
、『
口
訣
』
で
は
「
馬
加
持
」
が
『
十
結
』「
諸
符
形
」
よ
り
独
立
し
た
形
で
立
項
さ
れ
て
い
る
も
の
の
概
ね
甲
本
系
を
想
定

し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

　
そ
れ
に
対
し
、
乙
本
系
と
し
て
藤
井
佐
兵
衛
版
「
第
九
結
」
の
該
当
箇
所
と
比
較
す
る
と
①
四
電
神
、
②
疫
病
符
之
咒
、
③
瘧
之

咒
、
④
金
神
七
穀
之
方
越
時
守
、
⑤
盗
難
除
之
札
、
⑥
馬
加
持
之
大
事
と
順
序
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
他
別
の
い
く
つ
か
の

作
法
が
混
入
さ
れ
た
形
で
伝
わ
っ
て
お
り
、『
口
訣
』
に
あ
る
「
以
上
六
種
、
切
紙
の
如
し
」
と
い
う
本
文
の
記
述
と
は
符
号
し
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。

【
第
九
結
「
不
動
断
末
魔
大
事
」
の
事
例
】
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『
十
結
』
第
九
結
「
不
動
断
末
魔
大
事
」

『
口
訣
』
第
九
結
「
不
動
断
末
魔
大
事
」

（
前
略
）

　
師
口
に
云
く
、
末
魔
と
は
此
れ
に
は
断
節
と
云
ふ
。
謂
ゆ
る

此
の
身
、
壊
滅
せ
ん
と
す
る
時
、
先
ず
風
力
起
て
、
三
百
六
十

の
骨
肉
の
節
節
を
吹
き
破
る
。
其
の
風
力
の
利と

き
苦
し
み
、
百

千
の
剣
を
以
て
、
截き

り
割さ

く
が
如
く
な
る
故
に
、
断
節
と
云
ふ

な
り
。
此
の
法
力
不
思
議
の
故
、
一
度
之
れ
を
修
す
る
者
は
、

三
日
の
中
に
効
験
有
る
な
り
。
何
に
況
や
、
日
別
に
修
す
る
所

を
や
。
此
の
大
事
、
毎
日
修
す
る
人
は
、
此
の
苦
を
免
れ
、
正

念
に
安
住
す
と
、〈
云
云
〉）

11
（

。

　
　
●
不
動
断
末
魔
の
大
事

▲ 

「
末
魔
と
は
此
れ
に
は
断
節
と
云
ふ
」「
風
力
起
て
」。「
力
」

の
字
、
書
き
誤
り
な
り
。
当
に
「
刀
」
に
作
し
て
看
る
べ
し
。

玄
応
の
『
経
の
音
義
』〈
第
二
十
二
〉
に
云
く
、「
末
魔
、
此

れ
に
は
死
節
と
云
ふ
。
言
く
、
人
身
の
中
に
、
此
の
節
有
り
。

謂
く
、
若
し
は
打
つ
、
若
し
は
搏
る
、
人
即
ち
死
ぬ
な
り）

11
（

」。

風
力
は
、『
正
法
念
経
』
第
六
十
六
「
身
念
処
品
」
に
云
く
、

「
彼
、
聞
慧
を
以
て
、
或
ひ
は
天
眼
を
以
て
見
る
に
命
終
の
時
、

刀
風
皆
動
き
、
皮
肉
筋
骨
髄
精
血
、
一
切
解
截
し
て
、
其
れ

を
し
て
乾
燥
せ
し
め
、
気
閉
じ
て
流
せ
ず
、
身
既
に
乾
燥
し
、

苦
悩
し
て
死
す
。
千
の
焔
刀
の
其
の
身
を
刺
く
が
如
し
。
十

六
分
の
中
、
猶
し
一
に
及
ば
ず
。
若
し
善
業
有
る
も
の
、
死

に
垂
な
ん
な
んと

す
る
時
は
、
刀
風
微
し
動
き
、
多
く
苦
悩
な
ら
ず）

11
（

」

と
文
り）

11
（

。

　
右
に
示
す
『
十
結
』
本
文
中
、
太
字
部
分
は
『
口
訣
』
に
引
用
さ
れ
る
箇
所
を
示
し
、『
口
訣
』
本
文
中
、「
　
」
に
囲
む
部
分
は

『
十
結
』
本
文
を
示
し
て
い
る
（
以
下
、
同
様
）。
こ
れ
ら
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
は
、
隆
誉
の
師
の
口
伝
と
し
て
「
断
末
魔
」
の
「
末
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魔
」
と
は
「
断
節
」
で
あ
る
と
い
う
説
明
か
ら
そ
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
典
拠
を
玄
応
撰
『
一
切
経
音

義
』
第
二
十
二
巻
に
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
瞿
曇
般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
第
六
十
六
「
身
念
処
品
之
三
」
か
ら
『
十
結
』

の
記
述
の
う
ち
「
風
力
」
の
「
力
」
は
本
来
「
刀
」
で
あ
る
と
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
藤
井
佐
兵
衛
版
の
該
当
箇
所
で
あ
る
第
八
結
を
確
認
す
る
と
既
に
予
め
「
風
刀）
31
（

」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
場
合
、『
口
訣
』
本
文
と
や
は
り
内
容
的
に
符
号
せ
ず
、『
口
訣
』
を
も
と
に
校
訂
さ
れ
た
本
文
を
採
用
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
乙
本
系
の
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
と
大
正
大
学
所
蔵
本
な
ら
び
に
成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
本
『
十

結
』
は
「
風
力
」
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る）
3（
（

。
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【
第
十
結
「
理
智
二
拳
口
訣
」
の
事
例
】

『
十
結
』
第
十
結
「
理
智
二
拳
口
訣
」

『
口
訣
』
第
十
結
「
理
智
二
拳
口
訣
」

（
前
略
）

　
大
理
趣
坊
の
臨
終
に
は
弟
子
小
理
趣
坊
の
左
の
手
を
拳
に
作

て
、
頭
指
を
舒
べ
さ
せ
て
、
大
理
趣
坊
右
の
手
を
拳
に
作
て
、

彼
を
握
り
て
智
拳
印
に
作
し
て
寂
に
入
る
〈
と
云
云
〉）

31
（

。

（
中
略
）

　
　
裏
書

　
大
理
趣
坊
・
小
理
趣
坊
、
有
雅
僧
正
云
く
、
大
理
趣
坊
は
小

野
の
仁
海
僧
正
付
法
の
弟
子
、
名
は
寂
圓
と
云
ふ
。
小
理
趣
坊

は
名
は
禅
恵
と
云
ふ
〈
と
云
云
〉。
如
實
は
醍
醐
金
剛
王
院
の

元
祖
實
賢
の
資
、
賀
茂
流
の
元
祖
な
り
。
野
澤
両
流
に
渡
り
て

法
相
の
内
証
、
具
さ
に
相
承
の
人
と
口
決
に
見
え
た
り
。
此
の

口
決
〈
理
智
／
二
拳
〉
灌
頂
秘
決
の
如
實
の
記
の
中
に
之
れ
有

り
。

 

　
已
上
は
隆
誉
の
裏
書
な
り）

33
（

。

▲ 

「
大
理
趣
坊
」「
小
理
趣
坊
」　
大
理
趣
坊
〈
或
ひ
は
房
に
作

る
〉・
中
理
趣
坊
・
小
理
趣
坊
、
此
の
三
人
は
、
醍
醐
中
古

の
名
匠
な
り
。
大
理
趣
坊
は
、
小
野
仁
海
僧
正
付
法
の
弟
子

な
り
、
寂
圓
と
名
づ
く
。
小
理
趣
坊
は
、
禅
恵
と
名
づ
く
。

中
理
趣
坊
は
頼
照
と
名
づ
く
な
り
。

▲ 

「
如
實
」　
醍
醐
金
剛
王
院
の
元
祖
實
賢
の
付
法
の
弟
子
、
賀

茂
流
の
初
祖
、
野
澤
の
両
流
、
具
さ
に
相
承
せ
し
名
匠
な

り）
（（
（

。

　
こ
れ
は
、
醍
醐
寺
の
先
師
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
が
、
理
智
二
拳
に
つ
い
て
、
大
・
小
理
趣
坊
の
師
弟
の
逸
話
が
記
載
さ
れ
、
こ

現代密教　第34号　
� P. 71真言宗智山派 216.0

302.0
×１

念校 仮＿（71）



現代密教　第34号

― （（ ―

れ
ら
の
醍
醐
寺
寂
圓
（
未
詳
～
一
〇
六
五
）
と
そ
の
資
と
さ
れ
る
鎌
倉
極
楽
寺
第
二
世
禅
恵
（
～
一
一
三
〇
～
）、
な
ら
び
に
そ
の

師
で
あ
る
醍
醐
寺
頼
照
（
生
没
未
詳
）
の
固
有
名
詞
を
注
釈
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
宮
野
宥
智
［
一
九
二

七
］
を
み
る
と
、「
理
智
二
拳
口
訣
」
の
末
尾
に
、
隆
誉
自
身
に
よ
る
裏
書
と
さ
れ
る
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
内

容
的
に
『
口
訣
』
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
藤
井
佐
兵
衛
版
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
と
、

　
裏
書
に
云
く
、
大
理
趣
坊
は
小
野
仁
海
僧
正
附
の
弟
子
な
り
。
名
は
寂
圓
と
曰
ふ
。
小
理
趣
坊
の
名
は
禅
恵
と
曰
ふ
、
と
云

云）
31
（

。

　
と
、
裏
書
の
内
容
と
し
て
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
比
較
的
簡
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
『
口
訣
』
本
文
か
ら
『
十

結
』
本
文
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
十
結
』
本
文
を
想
定
し
た
場
合
に
内
容
的
に
齟
齬
が
生
じ
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、『
十
結
』
の
諸
本
が
二
系
統
に
別
れ
伝
播
す
る
中
で
、『
十
結
』
の
本
文
を
『
口
訣
』
に
よ
り
校
訂
す
る
作
業
が

加
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
に
資
料
と
し
て
『
口
訣
』
自
体
を
顧
み
る
必
要
性
が
薄
れ
て
い
っ
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
。

５
　
ま
と
め

　
　（
１
）『
諸
大
事
十
結
』
の
成
立
に
関
す
る
所
見

　
以
上
、『
口
訣
』
に
つ
い
て
研
究
会
に
て
智
山
書
庫
を
中
心
に
各
所
よ
り
蒐
集
し
、
本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
、
そ
の
伝
播
形
態
を

整
理
し
、
諸
本
の
異
同
等
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、『
十
結
』
本
文
と
の
比
較
検
討
を
試
み
、
そ
の
内
容
に
お
け
る
齟
齬
に
つ
い
て

考
究
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
列
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
　
隆
誉
編
纂
当
初
の
『
十
結
』
は
甲
本
系
の
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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②
　『
十
結
』
が
単
独
で
伝
播
す
る
過
程
で
『
口
訣
』
を
用
い
て
本
文
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

③
　
校
訂
を
施
し
た
『
十
結
』
の
み
が
伝
播
す
る
過
程
で
『
口
訣
』
自
体
を
資
料
と
し
て
顧
み
な
く
な
っ
た
嫌
い
が
あ
る
。

　
　（
２
）
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
本
稿
は
、『
口
訣
』
諸
本
の
伝
播
形
態
な
ら
び
に
構
成
内
容
か
ら
『
十
結
』
の
原
初
形
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
き
た
。
引
き
続
き
真
言
宗
智
山
派
な
ら
び
に
洛
東
智
積
院
に
相
伝
さ
れ
た
事
相
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
一
端
と
し
て
、
隆

誉
が
醍
醐
寺
等
よ
り
相
伝
し
た
口
訣
に
つ
い
て
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
先
般
布
施
浄
慧
猊
下
ご
重
任
を
記
念
し
て
総
本
山
智
積
院
よ
り
隆
誉
編
『
要
法
受
訣
鈔
』
が
上
梓
さ
れ
た）

31
（

。
こ

れ
は
、
隆
誉
が
肝
要
な
諸
尊
行
法
等
を
抜
き
出
し
編
纂
し
た
『
抜
次
第
』
に
対
す
る
口
訣
書
で
あ
る
。
こ
の
『
抜
次
第
』
と
『
要
法

受
訣
鈔
』
に
つ
い
て
も
今
後
、
校
訂
・
訳
注
・
対
照
研
究
が
必
要
と
な
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
智
山
事
相
の
実
態
を
よ
り
鮮
明
に

し
て
い
く
た
め
に
、
事
相
の
根
幹
と
し
て
作
法
や
実
修
を
伝
授
・
相
承
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
時
に
各
聖
教
に
対

し
、
文
献
学
的
な
方
法
論
を
用
い
て
資
料
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
今
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ

う
。

註（
１
） 

山
本
隆
信
［
二
〇
二
三
］「
伝
法
院
だ
よ
り
：
研
究
会
紹
介
」『
宗
報
』

令
和
五
年
八
月
八
七
五
号
。

伊
藤
尭
貫
［
二
〇
二
四
］「
伝
法
院
だ
よ
り
：
研
究
会
紹
介
」『
宗
報
』

令
和
六
年
八
月
八
八
七
号
。

（
２
） 

総
本
山
智
積
院
［
二
〇
二
三
］
真
言
宗
智
山
派
管
長
／
総
本
山
智
積
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院
化
主
第
七
十
二
世
／
大
僧
正
布
施
浄
慧
猊
下
重
任
記
念
『
要
法
受

訣
鈔
』（
以
下
、
隆
誉
編
『
要
法
受
訣
鈔
』）。

（
３
） 
小
宮
俊
海
［
二
〇
一
七
］「『
作
法
集
』
の
成
立
経
緯
」『
現
代
密
教
』

二
八
号
。

（
４
） 

布
施
浄
慧
［
一
九
八
九
］「
隆
誉
法
印
に
つ
い
て
」
佐
藤
隆
賢
博
士
古

稀
記
念
論
文
集
『
仏
教
教
理
・
思
想
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
。

（
５
） 

智
山
年
表
編
纂
室
編
［
二
〇
一
四
］『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
真
言

宗
智
山
派
宗
務
庁
。

（
６
） 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
［
二
〇
〇
七
］『
真
言
宗
智
山
派
所
属
寺
院
聖

教
・
史
料
撮
影
目
録
』
全
八
冊
。

（
７
） 

山
本
隆
信
［
二
〇
一
九
］「
引
導
法
に
み
ら
れ
る
「
生
仏
不
二
」
に
つ

い
て
」『
現
代
密
教
』
三
〇
号
。

（
８
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
十
結
』
第
二
結
「
二
十
三
夜
祷
大
事
」（
大
正
大
学

図
書
館
所
蔵
本
：
研
究
会
に
て
伊
藤
尭
貫
師
の
ご
教
示
に
依
る
）。

（
９
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
十
結
』
第
四
結
「
古
識
還
来
守
」（
高
知
教
区
定
福

寺
所
蔵
本
）。

（
（1
） 

隆
誉
編
『
要
法
受
訣
鈔
』
上
、
二
丁
左
。

（
（（
） 『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
上
巻
、
一
五
八
頁
下
段
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

布
施
浄
慧
［
二
〇
〇
〇
］『
諸
大
事
十
結
解
説
』
高
野
山
真
言
宗
肥
前

青
年
教
師
会
結
成
十
五
周
年
記
念
出
版
（
以
下
、
布
施
浄
慧
［
二
〇

〇
〇
］）「『
十
結
』
伝
授
講
録 

序
に
か
え
て
」
に
お
い
て
、「
そ
れ
に

し
て
も
同
時
代
に
二
人
の
隆
誉
が
智
山
史
に
登
場
す
る
こ
と
は
驚
き

で
あ
っ
た
。
こ
ゝ
に
前
掲
文
を
も
っ
て
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
」
と

二
人
説
を
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
山
本
隆
信
［
二
〇
一
九
］

四
三
頁
、
注
（
41
）
に
お
い
て
「
周
辺
状
況
か
ら
推
し
て
明
ら
か
に

同
一
人
物
で
あ
る
」
と
い
う
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
（1
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
十
結
』
第
四
結
「
同
一
夜
千
座
作
法
」
定
福
寺
（
高

知
県
大
豊
町
）
所
蔵
本
。

（
（3
） 

高
知
教
区
定
福
寺
（
高
知
県
大
豊
町
）
所
蔵
『
十
結
』
上
、
奥
書
（『
全

末
目
録
』
四
冊
、
二
八
八
～
二
八
九
頁
）。
な
お
、『
全
本
目
録
』
の

記
載
に
あ
る
「
隆
誉
」
に
つ
い
て
原
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
画
像
を
確
認

に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
記
述
は
な
い
。

（
（4
） 「
宝
永
四
丁
亥
稔
三
月
穀
旦
／
沙
門
隆
誉
識
／
／
」（
隆
誉
編
『
諸
大

事
口
訣
』
上
、
跋
文
：
①
真
覚
本
：
マ
イ
ク
ロ
画
像
四
七
五
枚
目
）。

（
（1
） 

長
禅
寺
（
千
葉
県
旭
市
）
所
蔵
『
諸
切
紙
十
結
』。

（
（1
） 

大
正
大
学
図
書
館
所
蔵
『
諸
大
事
十
結
』
請
求
番
号
：
一
四
八
─
一

二
九
─
五
─
一
。

（
（1
） 

成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
『
諸
大
事
十
結
』
宥
豊
、
文
化
八
年
（
一

八
一
二
）
写
、
請
求
番
号
：
特
三
─
〇
八
三
六
─
一
三
七
。

（
（1
） 

藤
井
佐
兵
衛
版
『
諸
大
事
十
結
』
刊
記
無
し
。
恐
ら
く
近
現
代
の
写

本
の
影
印
版
で
あ
る
。

（
（1
） 

稲
谷
祐
宣
［
一
九
八
八
］『
真
言
秘
密
加
持
集
成
』
東
方
出
版
。

（
11
） 

宮
野
宥
智
［
一
九
二
七
］『
加
持
祈
祷 

真
言
秘
密
諸
大
事
全
集
』
松

本
日
進
堂
本
店
。

（
1（
） 
伊
藤
尭
貫
［
近
日
刊
行
予
定
］『
諸
大
事
十
結 

校
異
』
長
禅
寺
（
千

葉
県
旭
市
）。

（
11
） 

他
に
も
第
四
結
末
尾
に
乙
本
系
で
は
、「
病
者
加
持
作
法
」
と
「
稲
荷

社
大
事
」
の
二
つ
が
付
さ
れ
、「
已
上
二
種
の
大
事
、
天
僧
正
残
る
本
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に
こ
れ
あ
り
」
と
あ
り
、
龍
天
相
伝
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

（
13
） 『
諸
大
事
十
結
』
請
求
番
号
：
九
─
一
五
（『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』

上
巻
、
四
五
一
頁
、
下
段
）。

（
14
） 
亀
頭
山
神
宮
寺
に
つ
い
て
は
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
伊
藤
正

博
［
二
〇
二
三
］「
名
古
屋
歴
史
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」https://

nagoya-tow
n.info/bunnka/atu~jinguuji/atu~jinguuji.htm

l

（
令
和
七
年
一
月
二
十
日
現
在
）。

（
11
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
口
訣
』
第
八
結
「
四
方
雷
事
」
～
「
馬
加
持
」（
①

真
覚
本
：
マ
イ
ク
ロ
画
像
五
〇
八
枚
目
）。
引
用
原
漢
文
。
私
に
適
宜

訓
読
し
た
（
以
下
、
同
様
）。

（
11
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
十
結
』
第
九
結
「
不
動
断
末
魔
大
事
」（
宮
野
宥
智

［
一
九
二
七
］
九
ノ
二
九
～
三
〇
頁
）。

（
11
） 

玄
応
撰
『
一
切
経
音
義
』
巻
二
十
二
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
：

請
求
記
号
イ
〇
四
─
〇
一
四
七
五
─
〇
〇
〇
六
『
一
切
経
音
義
〈
陸
〉』

六
冊
、
一
丁
裏
）。
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
。https://archive.

w
ul.w

aseda.ac.jp/kosho/i0（/i0（_0（（（5/i0（_0（（（5_00（（/
i0（_0（（（5_00（（.pdf

（
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日
現
在
）。

（
11
） 

瞿
曇
般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
第
六
十
六
「
身
念
処
品
之
三
」

（『
大
正
蔵
』
一
七
巻
三
九
二
頁
下
段
）。

（
11
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
口
訣
』
第
九
結
「
不
動
断
末
魔
大
事
」（
①
真
覚
本
：

マ
イ
ク
ロ
画
像
五
一
九
枚
目
）。

（
31
） 

藤
井
佐
兵
衛
版
『
諸
大
事
十
結
』
第
八
結
「
不
動
断
末
魔
之
大
事
」

四
四
頁
。

（
3（
） 

研
究
会
に
て
伊
藤
尭
貫
師
の
ご
教
示
に
依
る
。

（
31
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
十
結
』
第
九
結
「
理
智
二
拳
事
」（
宮
野
宥
智
［
一

九
二
七
］
一
〇
ノ
三
四
頁
）。

（
33
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
十
結
』
第
九
結
「
理
智
二
拳
事
」
裏
書
（
宮
野
宥

智
［
一
九
二
七
］
一
〇
ノ
三
八
頁
）。

（
34
） 

隆
誉
編
『
諸
大
事
口
訣
』
第
九
結
「
理
智
二
拳
大
事
」（
①
真
覚
本
：

マ
イ
ク
ロ
画
像
五
二
一
枚
目
）。

（
31
） 

藤
井
佐
兵
衛
版
『
諸
大
事
十
結
』
第
八
結
「
理
智
二
拳
口
決
」
裏
書
、

四
三
頁
。

（
31
） 

隆
誉
編
『
要
法
受
訣
鈔
』。

［
付
記
］

　
本
稿
の
成
稿
に
あ
た
り
、
隆
誉
編
『
諸
大
事
口
訣
』
諸
本
の
閲
覧
を
ご
許

可
頂
き
ま
し
た
総
本
山
智
積
院
御
当
局
様
、
大
正
大
学
附
属
図
書
館
様
、
定

福
寺
（
高
知
県
大
豊
町
）
様
、
長
禅
寺
（
千
葉
県
旭
市
）
様
に
は
格
別
な
る

ご
配
慮
賜
り
、
こ
こ
に
記
し
て
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

隆
誉
・『
諸
大
事
十
結
』・『
諸
大
事
口
訣
』・
智
積
院
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【
図
表
】『
十
結
』『
口
訣
』
第
八
結
・
第
九
結
・
第
十
結 

異
同
対
照
表

結
数

『
十
結
』（
甲
本
系
）

『
口
訣
』
諸
本

『
十
結
』（
乙
本
系
）

『
口
訣
』
③
隆
宝
本

第
八
結

火
伏
札

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

引
導
大
事

引
導
大
事

棟
札
草
案

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

無
常
導
師
之
作
法

雷
除
之
札

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

覚
鑁
引
導
之
作
法
聞
書

引
導
秘
法

金
神
七
穀
方
越
時
守

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

土
葬
印
信

疱
瘡
咒

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

葬
送
迹
祓
作
法

葬
送
迹
拂
作
法

盗
賊
除
之
札

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

愆
執
拂
之
祭
文

瘧
之
咒

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

除
汚
穢
不
浄
之
大
事

汚
穢
不
浄
除
大
事

諸
符
形

狐
之
符

除
汚
穢
之
大
事

鼠
之
符

臨
終
之
大
事

臨
終
之
大
事

烏
之
符

同
中
性
院
頼
瑜
法
印
御
臨
終
之
印
明

除
悪
人
来
符

五
輪
九
字
秘
密
云
根
本
秘
印

鼬
之
符

自
心
引
導
之
大
事

自
心
引
導
大
事

諸
病
押
符

光
明
真
言
七
種
印
言

光
明
真
言
印
言

転
禍
為
福
之
札

破
地
獄
一
大
事

釜
鳴
吉
日
之
事

栂
尾
明
恵 

頼
瑜
法
印
記

直
悪
酒
大
事

八
葉
印
口
伝

返
悪
夢
大
事

一
葉
観
音
口
伝

一
葉
観
音
口
訣

井
中
蛇
之
符

理
智
二
拳
之
事

理
智
二
拳
口
訣

馬
之
咒

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

不
動
断
末
魔
之
大
事

不
動
断
末
魔
大
事

疫
病
之
符

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

為
亡
者
阿
弥
陀
行
法
事

為
亡
者
行
法
秘
観

禁
蟲
咒

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

灌
頂
／
駄
都
灌
頂
／ 

都
三
種
之
秘
印
／
駄

大
事

内
縛
外
縛
之
事

両
部
之
事
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第
九
結

引
導
大
事
／
引
導
秘
法

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

手
印
図

二
手
十
指
異
名
之
図

臨
終
大
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

火
伏
札

火
伏
之
札

自
心
引
導
大
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

火
伏
之
札 

口
伝

為
亡
者
行
法
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

火
事
日
ノ
事

光
明
真
言
七
種
印
言

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

四
電
神

四
方
雷
之
事
／
雷
除
之
札

明
恵
上
人
七
重
印
口
伝

　
　
　
　
　
　
　
⑨

疫
病
符
之
事

疫
病
加
持
之
事

光
明
真
言
八
葉
印
口
伝

　
　
　
　
　
　
　
⑨

疱
瘡
之
咒

同
破
地
獄
曼
荼
羅

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

瘧
之
咒

亡
者
曳
覆
曼
荼
羅

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

金
神
七
穀
之
方
越
時
守

不
動
断
末
魔
大
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

同
方
違
法
大
深
秘
也

入
魔
除
之
大
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

金
神
除
祈
祷
之
秘
事

汚
穢
不
浄
除

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

禁
苗
稼
等
蟲
咒

禁
苗
稼
等
蟲
咒

墓
焼
留
大
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

盗
賊
除
之
札

焼
分
大
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

馬
加
持
之
大
事

亡
魂
来
留
大
事

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

亡
魂
来
留
之
大
事

亡
魂
来
留
之
大
事

墓
所
地
取
古
廟
移

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

入
魔
除
之
大
事

入
魔
除
之
大
事

葬
送
迹
附
祭
文

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

墓
焼
留
之
大
事

墓
焼
留
之
大
事

率
塔
婆
并
位
牌
草
案

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

焼
分
之
大
事

焼
分
之
大
事

二
十
八
宿
并
曜
之
大
事

第
十
結

二
手
十
指
異
名
図

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

光
明
真
言
破
地
獄
曼
荼
羅

光
明
真
言
破
地
獄
曼
荼
羅

巻
数
草
案
並
意
趣
書

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

巻
数
之
草
案

巻
数
之
草
案

生
家
養
者
勘
計

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

棟
札
之
草
案 

四
通

聖
道
家
袈
裟
之
科

御
影
供
誓
戒
文

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

聖
道
家
袈
裟
衣
之
料

童
形
毎
日
所
作

阿
弥
陀
大
咒

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

童
形
毎
日
之
所
作

御
影
供
誓
戒
文

聖
道
家
袈
裟
衣
科

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

御
影
供
誓
戒
之
文

亡
者
曳
覆
曼
荼
羅

一
葉
之
口
決

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

亡
者
曳
覆
書
様

卒
塔
婆
并
位
牌
書
様

理
智
二
拳
口
決

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

無
縁
葬
之
作
法

四
季
塞
方
日
塞
方

諸
尊
通
用
結
願
法

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

位
牌
之
書
様

弥
陀
大
咒
讃

童
形
問
毎
日
所
作

①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

率
塔
婆
之
書
様

諸
尊
法
通
結
願
作
法
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